
 

 

 

 

 

 

 

第 2196回例会 

2024 年 10 月 28 日(月) 
海南商工会議所４F 12:30～ 

会員卓話 50周年準備状況報告 

 

１．開会点鐘 

２．ロータリーソング    「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 40名 出席者数 22名 

出席義務規定適用免除会員  2 名 

出席率 57.89%  前回修正出席率 78.95% 
 

４．会長スピ-チ          会長 田岡 郁敏 君 

皆さんこんにちは。昨日は衆

議院選挙の投開票日があり、国

民からの審判が下されました。与

党が過半数割れするという、あ

る程度予想はされていたものの

現実を突きつけられたといった

ところでしょうか。注目の選挙区

であった私たちの町を含む和歌山 2区は、世耕 弘成

さんの勝利となりました。二階 伸康さんは、後塵を

拝し、比例区での復活もなりませんでした。この結果

を受け、日経平均株価や為替レートにもどういった影

響が出るのか、不安定な日が続く可能性があります。 

また、世間では NY ヤンキースと LA ドジャースとの

野球のワールドシリーズが開催されており、大谷翔平

選手の属するドジャースが２連勝を飾りヤンキースタ

ジアムに乗り込むこととなっています。少し大谷選手

のケガが心配ですが、観客のテンションの高さ見る

につけその盛り上がりを感じます。 

さて、今日は５０周年記念事業の準備状況を会員

すべての方々と共有するために、式典祝賀部会の中

村俊之さん、総務広報部会の田中淳さん、記念事業

部会の宇恵久視さん、記念ゴルフ部会の魚谷幸司さ

んに会員卓話として報告していただきます。来月から

始まる５０周年記念事業をなんとか成功させたいと

思います。今日発表される会員の皆さんよろしくお願

いいたします。また今日の報告で不明点があれば是

非質問していただければと思います。 

また、来年の６月にカナダのカルガリーで開催され

る予定のロータリークラブの世界大会の参加案内が

国際奉仕委員長から近々あると思います。参加ご希

望の方がいらっしゃいましたら申し込みよろしくお願

いいたします。 
 

５．幹事報告                 幹事 楠部 均 君 

〇例会臨時変更のお知らせ 

 有田南 RC   １１月１９日（火）→１７日（日）  

スターゲイトホテル関西エアポート 

第２６４０地区 地区大会２日目） 

〇例会休会のお知らせ 

 岩出RC     １０月３１日（木）← １０月２７日（日） 

 親睦観劇例会の為 振替休会 

          １１月２１日（木） 

和歌山東南 RC １１月２０日（水） 

有田 RC    １１月２１日（木） 
 

６.会員卓話     創立 50 周年準備状況報告 

〇式典・祝賀部会       部長 中村 俊之 君 

【式典】  

日時 令和７年１月１９日（日） 

午後５時３０分受付開始、

午後６時 開始 

式次第 

開会点鐘       

国歌斉唱 台湾国歌斉唱、フィリピン国歌斉唱 

追加（スクリーン映写あり） 

ソングリーダー             重光 孝義 君 

ロータリーソング斉唱 「奉仕の理想」 

ソングリーダー             重光 孝義 君 

物故会員黙祷 スクリーン映写あり 

実行委員長式辞 実行委員長 谷脇 良樹 君 

会長挨拶       会長 田岡 郁敏 君 

第２６４０地区ガバナー       野村 壮吾 様 

来賓紹介                  田岡会長 

来賓祝辞      海南市長   神出政巳様 

  紀美野町長  小川裕康様 

 姉妹クラブ会長挨拶 

台湾彰化 RC会長 （スクリーンに翻訳映写） 

祝電披露 

記念事業発表           中西副実行委員長 

閉会の言葉           山畑副実行委員長 

閉会点鐘 

No.2196 

 

会長 田岡 郁敏   幹事 楠部 均   ＳＡＡ 前田 誠吏 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J a p a n 

 CLUB JAPAN 

ＲＩ会長 ステファニー・アーチック 



メンバーの仕事 

・ゲストのお出迎え 

・受付作業 

・写真撮影 

・記念事業からの会場設営 

   看板設置、座席確認、他 

・終了後、記念撮影への誘導、準備 
 

【祝宴】  

式次第  6 時 20 分 記念撮影 

6時 30 分開始 

オープニングアクト               藤白獅子舞 

開宴挨拶       実行委員長 谷脇 良樹 君 

スポンサークラブ会長挨拶 海南 RC会長 

友好クラブ会長挨拶          宮崎中央 RC会長 

友好クラブ会長挨拶 フィリピンマンダウエイRC会長 

乾杯           副会長 前田 克仁 君 

アトラクション                 ジャズ演奏（予定） 

歓談の際、５０周年の歩みを映写 

閉会挨拶      会長エレクト 大江 久夫 君 

手にてつないで 

閉会 
 

メンバーの仕事 

・アトラクションの準備お手伝い 

・写真撮影 

・ゲストへの御接待 

・ゲストお見送り 
 

お願い事項  

  来賓への記念品として、メンバーの寄付を集め

て記念品とする？ １５個から２０個 

 

〇総務・広報部会        部長 田中  淳 君 

【経過報告】 

・2023 年 5 月に第 1 回委員会を開

催し組織の人員配置、開催日時、

予算等を確認 しました。 

・第 2 回～第 3 回で記念事業の内

容（尾木ママ講演会）が決定 

・第 4 回委員会 2024 年２月、年度

が変わってから尾木ママ講演会のパンフレット作成

とPRを兼ねた第２分区へのメイクアップ日程を決定

することとなった。 

・第５回委員会 2024 年３月、第２分区例会の日時と会

場をリストアップ、予定を入れる。メイクアップのビジ

ター費は自己負担とすることを決定。記念後援パン

フレットは理事会承認が必要。確認した。 

・第６回委員会 2024年４月、招待者名簿と招待状を作

成し委員会の承認を得た。 

・第７回委員会 2024年５月、招待状は招待者の自宅に

郵送する、ガバナーはガバナー事務所へ郵送、市長、

町長は手渡しとする。 

・第８回委員会 2024年６月、尾木直樹氏講演会チラシ

を作成内容確認、寺下さんにホームページに申込

みフォームを作成して頂くことを決定。チラシ内容

修正後に、尾木氏事務所承認、海南市、紀美野町教

育委員会後援名義、使用許可を得る作業をするこ

とを決定。 

・第９回委員会 2024 年７月、チラシの尾木氏事務所は

承認済み、海南市、紀美野町教育委員会後援名義使

用許可申請中を報告、チラシの配布先も決定。 

教育委員会許可がおりたら、海南市報、紀美野町報

に講演会募集の掲載の依頼を決定。 

和歌山新報とニュース和歌山に尾木氏講演会募集

の掲載を依頼することを決定。 

掲載は、９月末から 10月初旬とし応募は 10月から開

始とする。 

・第 10回委員会 2024年 8月、海南市、紀美野町教育

委員会後援名義使用許可済みを報告、海南市報、紀

美野町報に講演会募集の掲載の依頼済みを報告、

ポスター1枚、チラシ 5枚を海南市、紀美野町内の学

校に郵送することを決定。 

和歌山新報、ニュース和歌山掲載について角谷さん

に相談することとする。 

第 2分区へのメーキャップについては理事会でも日

程、人員を調整していただく。 

・第 11回委員会 2024年 9月、角谷さんの紹介で和歌

山新報、ニュース和歌山、 

商工会議所たよりに講演会募集の掲載をしていた

だけることを報告。 

・第 12 回委員会 2024 年 10 月、講演会募集の掲載に

ついて、海南市報、紀美野町報、和歌山新報、ニュー

ス和歌山、商工会議所たよりに掲載済みを報告。 

10 月の応募開始後は事務局橋本さんに加えて山畑

さん、宇恵さんに応募状況の確認をしていただくこ

ととする。祝宴で放映する「50 年の歩み」のスライド

ショーとホームページ掲載用の記念誌を寺下さん

に依頼することとなった。 

・尾木 直樹 氏講演会の申込者数は、現在 96 人で

す。 

 

〇記念事業部会              部長 宇恵 久視 君 

記念事業部会のメンバーは、部長：

宇恵、副部長：角谷、前田  委員：桑

添、倉橋、綛田、小久保、上中、花田、

岩井、鳥羽です。 

・事業テーマ  「この町に感謝、

この町の未来に」 

心に残る事業 クラシックコンサート、お菓子の木

の植樹、海南海草の写真展、地域中学校の合同吹奏

楽、第２分区ボーリング大会、サッカー教室（駒野選

手）、他のスポーツイベント 

 この町に感謝・この町の未来に」をテーマに心に残

る（響く）記念事業を展開 したいと考え、この町の

未来を担うのは地域の子供達だとの思いに至った。 

近年、地方の過疎化が進む我が町でも子供の数が減

少しているにも関わらず、登校拒否や虐待など問題

にある家庭が急増していると聞いている中、多くの

子育て中の小中高校生の保護者や、未来を担う子供



達を育むために苦心されている教育関係者の皆様

方に尾木ママの講演を聴いてもらって、各家庭で子

育ての指針して、また、地域での健全な育成の取組

み方の参考にしてもらいたい。 

・尾木直樹氏（尾木ママ） 

山畑さん知人の和大教授を通じて秘書の方と値段

も交渉。テーマ「子ども新時代がやってきた」 

子どもを中心に置いた社会や地域づくりの大切さな

どについて。会場：海南福祉センター（市のイベントと

重なって×に）、和歌山城ホール、地域との連携を考

慮して、マリーナシティホテル（３５０人）に決定。 

【尾木直樹（尾木ママ） プロフィール】 

  １９４７年滋賀県生まれ。教育評論家。早稲田大学卒

業後、私立海城高校、東京都公立中学校教師として、

２２年間ユニークで創造的な教育実践を展開。その後

２２年間大学教育に携わる。 ２００４年に法政大学キャ

リアデザイン学部教授に就任。２０１２年４月同大学教

職課程センター長・教授。定年退官後、現在は法政大

学名誉教授。NHK E テレ「ウワサの保護者会」では長

年ＭＣとして活躍し、現在はフジテレビ「めざまし８」、

日本テレビ「真相報道バンキシャ！」、ＮＨＫ「ラジオ深

夜便」などの多数の情報・バラエティ・教養番組にも

出演。「尾木ママ」の愛称で幼児からお年寄りにまで

親しまれている。 

【肩書き】 

現在は法政大学名誉教授。東京都立図書館名誉館

長に就任。  

 

〇記念ゴルフ部会           部長 魚谷 幸司 君 

大会要項、メンバー、当日の動き

は資料をお配りしました。今回表彰

式は行いませんので、お出迎えお見

送りを充実させたいと思っておりま

す。今回のゴルフの景品におきまし

て、小久保さん、中村さん、角谷さん、

岡さんより商品提供を頂きました。心より感謝申し上

げます。 

 

７．閉会点鐘 

 
次回例会 

第 2197 回 2024 年 11月 11(月) 

               海南商工会議所 4F 19:00～ 

お誕生日、結婚記念日のお祝い 

 
 

 

 
岡 洋 平 君  １１月に家庭用品まつり開催しま

す。よろしくお願いします。 

中村 俊之 君  １１月に漆器まつり開催します。 

田岡 郁敏 君  各部会の部門長の方々いつも

ご苦労下さり有難うございま

す。本日、よろしくお願いしま

す。 

楠部  均 君        〃 

前田 誠吏 君        〃 

小久保好章 君  欠席ばかりですみません。 

大江 久夫 君   先日、４人でロータリー談義し

ました。その時のお釣りです。 

田中  淳 君        〃 

田岡 郁敏 君        〃 

楠部  均 君        〃 

 

 

 
 

可能性ではなく時間の問題 

ポリオ根絶に向けた進展が続く 
 

世界ポリオデーに、ロータリーのリーダーと公衆衛

生の専門家が、世界全体でのポリオ根絶に向けた

決意をあらためて表明しました 
 

ワクチンが開発された都市で行われた世界ポリオ

デーのイベントで、「世界からのポリオ根絶は依然と

して達成可能な目標である」とステファニー・アーチ

ック RI会長と公衆衛生の専門家が述べました。 

「ポリオについていえば、問題は『根絶されるのか』

ではなく、『いつ根絶されるか』ということです」。ア

ーチック氏は、ピッツバーグ大学（米国ペンシルベニ

ア州）が主催したライブストリーミング（10 月 24 日）

で、このように聴衆に語りかけました。  

  「ロータリーの行動計画は、ロータリーがより大き

なインパクトをもたらすことを目的としています。私

たちのポリオ根絶プログラムは、まさにそれを証明

するものです」と、アーチック会長。「何百万人もの子

どもが、身体まひを引き起こすこの病気にかかるこ

とがなくなるでしょう。この病気に付随する医療費の

ために、何十億ドルもの資金が費やされることもなく

なります。私たちは、これほどまでに大きな進歩を遂

げてきたのです」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【写真】2024 年 10 月 24 日、米国ペンシルベニア州ピッツバー

グで催された世界ポリオデーの特別ライブイベントで、リンゼ

イ・ウォードさん（KDKA-TV のキャスター、写真右）とポリオ根絶

活動の将来について話す参加者たち 
 

世界ポリオデーは、GPEI（世界ポリオ根絶推進活

動）の取り組みに対する認識を高め、支援を集めるこ

とを目的としています。ロータリーとそのパートナー

団体が 1988年にGPEIを結成して以来、野生型ポリオ



ウィルスの症例数は 99.9％減少しました。このイベン

トでは、根絶に向けたロータリーの継続的な取り組み

が強調して伝えられました。 

 ポリオは現在も、アフガニスタンとパキスタンの 2

カ国に常在しています。2024 年には野生型ポリオウ

ィルスの感染数が増加し、ガザ地区で 25 年ぶりにポ

リオによるまひ症例が報告されました。このことは、

ポリオが完全に根絶されるまでは、世界中の子ども

がポリオの脅威にさらされるという事実を物語って

います。  

 しかし、インターナショナル・ポリオプラス委員会の

マイケル・マクガバン委員長は、こうした課題はあっ

ても世界的な根絶は手の届くところにあると、これ

までと変わらぬ自信を示しています。「今は困難な時

期ですが、アフガニスタンとパキスタンで引き続き重

点的に取り組み、ロータリアンがこれまでに成果を上

げてきた活動を継続していくことで、ポリオ根絶を成

し遂げられるでしょう」  

 このイベントでは、ポリオ予防接種活動の現場で活

動する人びとを紹介するビデオが上映されました。

アーチック会長は、今年初めにパキスタンのカラチを

訪問した際、これらの人びとからインスピレーションを

受けたと話します。  

 このライブイベントでは、ジョン・ジャーム 2016-17

年度 RI 会長も講演を行いました。また、ロータリーの

根絶活動に携わる人たちからのビデオメッセージも

寄せられました。  

 イベントで上映されたビデオは、もとは 2023 年の

ロータリー国際大会のために録画されたもので、ゲ

イツ財団の共同創設者であるビル・ゲイツ氏から、根

絶活動での献身に対する称賛が寄せられました。「ポ

リオが根絶されれば、公衆衛生における人類史上最

大の進歩の一つとなるでしょう」とゲイツ氏は述べま

した。GPEI のパートナー団体の一つであるゲイツ財

団は、ロータリーが毎年集める寄付に対して2倍の額

を上乗せしています。これにより、毎年最大 1 億

5,000 万ドルがポリオ根絶活動に充当されます。 

 ソークさんもまた、困難な問題の解決に情熱を傾

けるロータリー会員たちに囲まれて光栄に思うと述

べました。 

 「ロータリアンの皆さんと会うたびに、その人間性

の素晴らしさ、そして世界をより良い場所にするため

にさまざまな分野で注いでいる献身的な努力に、ひ

たすら感銘を受けます」 
 

 

ロータリー、ガザでのポリオ

対応に資金援助 
 

最近、ガザで環境サンプルから変異型ポリオウイ

ルス 2 型が検出され、10 カ月の子どものポリオ感染

が確認された。ポリオが世界のどこかに存在する限

り、全世界の脅威であることを明確に示しています。 

ガザで起きている危機は、定期予防接種率の低下

およびワクチンで予防可

能な疾病（ポリオもその

一つ）のリスク増加の一

因となっています。また、

ポリオのサーベイランス

（監視）と予防接種キャン

ペーンの完全実施にも大

きな課題をもたらしてい

ます。 

特に現在の状況が公衆

衛生サービスに与える影

響を考えると、このポリオ株がガザ内および国際的

に広がるリスクが高いと世界保健機関（WHO）は考え

ています。 

 戦闘の人道的一時休止により、ガザで 2 回にわた

るポリオ予防接種キャンペーンが開始されました。

2024年 9月 1日から 12日にかけて、第 1回目の予防

接種キャンペーンが成功裏に実施され、独自に行わ

れた実施後のモニタリングによると、559,161 人の子

どもたち、すなわち行政レベルで対象となる子ども

のうち推定 95%に予防接種が行われました。 

ガザ地区における 2 回目の緊急ポリオ予防接種キ

ャンペーンは 10 月 14 日に開始されました。キャンペ

ーンはガザ地区中心部で開始され、新型経口ポリオ

ワクチン 2型（nOPV2）の予防接種が 10歳未満の子ど

もに行われ、2 歳から 9 歳までの子どもにはビタミン

A も提供されました。 

10 月 23 日現在、パレスチナ保健省、WHO、UNICEF

（国連児童基金）、国連パレスチナ難民救済事業機関

（UNRWA）、パートナー団体を含むガザポリオ技術委

員会は、ポリオワクチン接種キャンペーンの第 3 段階

の延期を余儀なくされています 。この最終段階は、

ガザ北部全域で 119,279 人の子どもに予防接種を行

うことを目標としていました。 

民間施設への継続的な攻撃など、ガザ北部の人び

との安全と移動を脅かす状況が続いており、親が子

どもをワクチン接種会場に安全に連れていくことや、

医療従事者が活動することが不可能となっていま

す。 

 ロータリーは、このイニシアチブの支援のために

50万米ドルを約束し、専用のポリオ対応基金を通じて

この資金を提供しました。この寄付は、世界的なポリ

オ根絶活動における WHO へのロータリーの継続的な

支援を表しています。 

 ロータリーは、世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）の

パートナー団体やそのほかの機関とともに、予防接

種の取り組みを継続していきます。 

 ポリオプラス基金へのご寄付は、ロータリーと GPEI

のパートナー団体が、いかなる子どももポリオによる

まひに苦しむことのない世界を実現するために活用

されます。 

 

 

 


